
令和 7 年 4 月

令和 7 年度 令和 17

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千㎥／
ha

② 施　設　

〇士幌町簡易水道事業

％

③ 料　金

計 画 給 水 人 口 7,440

現 在 給 水 人 口 5,957

350

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定
は 含 ま な い ）

㎥／日

令 和 2 年 2 月 1 日

策 定 日 ：

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（湧水）

浄水場設置数

配水池設置数

4

施 設 能 力

施 設 数

8,615 施 設 利 用 率 63.2

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

士幌町

士幌町簡易水道事業

計 画 期 間 ：

26

～

管 路 延 長

0.09

供 用 開 始 年 月 日 昭 和 45 年 3 月 3 １ 日

水 源

別添１－２

士幌町簡易水道事業経営戦略

事業の現況

士幌町の料金体系は、家事用、事業用、営農用、臨時用の4区分に設定しています。
また、家事用・事業用・営農用については各区分により基本料金と従量料金（1㎥につ
き）を設定しており、臨時用については従量料金のみを設定しています。
【料金（税別）】
基本料金（５㎥まで）　９５０円
超過料金（１㎥あたり）１７０円

千ｍ

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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④ 組　織

＜組織体制＞

（２）

（３）経営比較分析表等を活用した現状分析

～原水を浄化する施設を有しないことで、施設管理を簡略化し人員を縮減しています。
地形の標高差を利用した自然流下配水方式を採用し、施設や動力費などを縮減していま
す。企業会計に移行して財源を確保し、健全な経営に努めています。

①広域化

④経費の縮減

これまでの主な経営健全化の取組

①収益的収支比率（％）
　類似団体と比較し、高い水準にあります。
②累積欠損金比率（％）
　当該数値はありません。
③流動比率（％）
　当該数値はありません。
④企業債残高対給水収益比率（％）
　類似団体と比較すると低い水準にあります。
⑤料金回収率（％）
　99.9％を上回っており、類似団体と比較して倍程度と高くなっています。
⑥給水原価（円）
　類似団体と比較して半分以下と低くなっています。
⑦施設利用率（％）
　増加傾向にあり、類似団体と比較すると高い値にあります。
⑧有収率（％）
　類似団体と比較すると高くなっています。
＊料金改定：R2

②施設の統合

③検査施設

～経営効率の悪い農村地域の水道施設（朝陽地区）について、近隣4町で共同運営を行
い経営の安定化に取り組んでいます。

～老朽化した2つの浄水場を統合し、新たな浄水場を建設しています。

～十勝圏の中核都市である帯広市が運営している水質試験センターに委託しています。

水道事業者
（士幌町長）

上下水道係（3名）

土木公園係
建設課

土地改良係

建築住宅係

道路維持係

総務課 総務防災係

 45歳以上50歳未満 1名
 30歳以上35歳未満 1名
 20歳以上25歳未満 1名

上下水道係職員年齢構成
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２．将来の事業環境

（１）

（２）

（３）

水需要の予測

水需要推計は、「人口の推計」「有収水量の推計」「給水量の推計」の3つの過程に分け、将来の給水人口を推計
した上で、有収水量や有効率等を推計し、将来の一日最大給水量を推計しました。推計手法として、コーホート
要因法、時系列傾向分析法、国立社会保障・人口問題研究所、町の上位計画であるまち・ひと・しごと創生総合
戦略の推計結果を比較し、コーホート要因法による推計結果を採用しています。本計画の目標年（令和17年度）
における士幌町の給水人口は、5,347人となっています。

料金収入の見通し

料金収入の見通しについては、令和17年度まで純利益を確保できますが、将来的には老朽化資産の更新需要
が増大していくことから、費用増加への対策が必要となります。

給水人口の予測

水需要の予測については、有収水量の実績から予測しています。給水人口は減少する見込みとなっています
が、士幌町の水需要の大半を占める営農用水は減少の見込みがないため、有収水量はわずかな減少にとどまる
見込みです。
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（４）

３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

安定した事業運営のため、中長期の視点で適切な職員の確保と配置を図り、技術力の強化、継承を図るため、日
本水道協会等が開催する研修会へ積極的に参加するようにし、人材の育成を図ります。また、他事業体や関係
機関との交流や情報交換を行い、官民連携を活用して組織体制の強化に努めます。

組織の見通し

本町の経営基本方針を下記に示します。
安全：水質管理体制の充実
強靭：水道施設の耐震化と災害対策の充実
持続：健全な簡易水道事業の運営と資産管理の適正化

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

投資目標では、企業会計移行直後の令和7年度から5か年については建設改良費が年
間5千万円から1億円程度、それ以降は年間1億5千万円から2億円程度になるような目
標としました。

目 標

投資・財政計画（収支計画）　：　 別紙のとおり
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

a)水道料金（収益的収入）
給水収益については、「供給単価×年間総有収水量」としました。供給単価は令和5年度の実績有収水量÷給水
収益とし、114.47円を採用しています。有収水量は先の水需要予測の結果を用いました。
b)企業債（資本的収入）
各年度の借入にあたっては将来への過度な負担を避けるため、原則として企業債元金償還額の範囲内での借
入としています。
c)補助金（資本的収入）
施設整備にかかる国や道からの補助金については、補助対象となるものは積極的に確保し、負担の減額に努め
ます。

d)投資以外の経費
投資以外の経費については、「収益的支出」の「営業費用」と「営業外費用」に計上する。「営業費用」では、職員
給与費や各施設の運転に係る動力費や薬品費等の維持管理費及び施設等の修繕費、包括的民間委託等の委
託料、減価償却費などの経費を計上しました。
また、「営業外費用」は、建設改良に係る企業債に対する支払い利息が主な支出となります。
将来の維持管理費等の経費については、今後物価や賃金が上昇することが予想されるため、総務省より公表さ
れている消費者物価指数の推移をもとに年間0.5％の物価上昇を見込みました。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

施設の統廃合、ダウンサイジングの検討など、施設の効率性低下対策に寄与し
する施設の維持管理費用を抑え、
効率的な運用を実施します。

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ） 上記と同様です。

そ の 他 の 取 組

スケールメリットがないことから広域化については、適宜検討していく予定です。広 域 化

目 標
計画期間最終年度である2035（令和17）年度において、財源確保の観点から内部留保
資金を料金収入の50%以上確保することを目指します。

②　収支計画のうち財源についての説明

町職員の減少に伴い人材不足が将来にわたり想定されるため、民間の資金・ノ
ウハウ等活用検討する予定です。

水道施設のアセットマネジメントの推進と検討結果の活用を引続き継続し、
施設の維持管理に寄与し、水道施設の持続性を向上させます。

民 間 の 資 金 ・ ノ ウ ハ ウ 等 の 活 用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）
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②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

本計画は、2035（令和17）年度までの11年間を計画期間としていますが、今後
は目標達成のため実現方策等を着実に実行するよう努めます。目標の達成状
況や実現方策の実施状況について定期的に評価・検討を行い、その結果や社
会情勢の変化等に応じて内容を見直すこととし、ホームページ等により公表す
る予定です。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証
改 定 等 に 関 す る 事 項

資 産 の 有 効 活 用 等 （ *2 ） に よ る
収 入 増 加 の 取 組

企業債の借入は償還額と同程度を想定し、過剰に借入しないよう事業費を適宜
見直す方針とします。

基準内繰入を基本として、更新費用等は出資金での財政支援を要請する。

そ の 他 の 取 組

企 業 債

繰 入 金

将来的には老朽化資産の更新需要増大により費用増加が想定されるため、将
来に向けての財源確保のため料金改定を適切な時期に実施することを想定し、
適宜財政計画を見直していきます。
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